体育会館機械警備業務委託仕様書（例）
本業務委託は、体育会館の施設及びこれに付帯する物件の保全保護、を行うことを目的とする。

受託者（以下「乙」という。）は、委託者（以下「甲」という。）の指示及びこの仕様書に基づき業務を実施すること。

１　業務名　体育会館機械警備業務

２　業務対象　
（１）横須賀市総合体育会館
　　　　　横須賀市不入斗町１丁目２番地
　（２）横須賀市北体育会館
横須賀市夏島町２番地
　（３）横須賀市南体育会館
横須賀市久里浜６丁目１４番地１
　（４）横須賀市南体育会館（くりはま花の国プール）

横須賀市神明町１８２１番地１２

　（５）横須賀市西体育会館
横須賀市長坂１丁目２番３号
（６）横須賀市西体育会館（佐島の丘温水プール）

　　　　　横須賀市佐島の丘１丁目１番１号

３　履行期間　令和○年○月○日から令和○年○月○日まで
４　業務内容
（１）火災・盗難の異常状態の感知。

（２）事故確知時における関係先への通報・連絡
　（３）警備実施事項の報告
５　警備方法
綜合ガードシステム
６　警備基準時間
　　　警備開始から警備解除まで。

　　　但し、火災については２４時間警備とする。
７　警備実施時間
前記警備基準時間内において、業務対象が無人の状態となり、甲からの警報装置警戒開始の信号を受けたときに警備を開始し、甲からの警報装置警戒解除の信号を受けたときに警備を終了する。
８　警備仕様
（１）警備装置
　　ア　業務対象で発生した異常事態をガードセンターへ自動的に通報する。

　　イ　本件警備に必要な数量の適合機器を配置する。
（２）ガードセンター

　　警報受信装置を常時監視するとともに、機動隊との連絡を保持する。

（３）機動隊

　　ガードセンターと連絡を保持し、業務対象の異常事態に備える。

９　警備開始時における取扱い
（１）甲における取扱い
　　ア　甲の最終退館者は、防火・防犯その他の事故防止上必要な処置をし、確認ランプで各警報機器の正常な状態を確認する。

　　イ　次に最終退館者は、退館口を施錠した後、外部に設置した操作器の電源及び回路を確認し、ＯＮ（警戒）の状態に操作する。

（２）乙における取扱い

　　ガードセンターは、甲の最終退館者の操作器の操作により自動的に表示されるＯＮ（警戒）の信号を確認し、警備を開始する。

10　警備終了時における取扱い
（１）甲における取扱い

　　甲の最初の入館者は、前に必ず外部に設置した操作器をＯＦＦ（警戒解除）の状態に操作する。

（２）乙における取扱い

　　　ガードセンターは、甲の最初の入館者の操作器の操作により自動的に表示されるＯＦＦ（警戒解除）の信号を確認し、警備を終了する。

11　 警備実施時間中における甲の臨時入館
　　原則として入館してはならない。但し、真にやむを得ない場合のみ次の要領により行う。
（１）甲の臨時入館者は、入館前に必ず外部に設置した操作器をＯＦＦ（警戒解除）の状態に操作し、以後甲の責任において処理するものとする。

（２）甲の臨時入館中の警備は、甲の責任において実施する。

12　異常事態発生時における乙の処置
　（１）警報受信装置により甲の業務対象に異常事態が発生したことを感知したとき、乙は機動隊を速やかに急行せしめ、異常事態を確認するとともに事態の拡大防止にあたる。
　（２）業務対象に到着した機動隊は異常事態を確認後、ガードセンターへその状況を連絡し、必要に応じて関係先へ通報する。

　（３）あらかじめ定められた甲の責任者または緊急連絡者へ連絡する。

13　事故報告
事故報告の際は、速やかに電話もしくは口頭で報告するとともに、後刻書面をもって報告する。
14　鍵の預託
警備実施に必要な鍵は、甲・乙相互に預託し、預託された鍵は、それぞれが厳重に取り扱い保管する。
15　警報装置の保守点検
甲に設置された警報装置の機能については、乙は適宜保守点検を行う。
16　緊急連絡先の指定
　（１）甲はあらかじめ緊急連絡者を指定し、その名簿を乙に交付する。
　（２）上記緊急連絡者に変更あるときは、遅滞なくその都度、変更した名簿を乙に交付する。

17　受託者の責務

（１）個人情報の取り扱いを伴う業務を受託した乙は、受託業務の範囲内で個人情報の保護について業務委託契約に基づく受託者の個人情報保護措置により保護措置を講じること。

（２）横須賀市は、独自の環境マネジメントシステム（ＹＥＳ）により事務事業の環境負荷軽減に努めて
　　　　いるので、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するよう努めること。
18　引継ぎについて

　　　乙は、業務の引継ぎが円滑に行われるように、マニュアル等を整備すること。

　　　また、受託者が交代する場合には、交代するまでに、前受託者との引継ぎを行うこと。

なお、引継ぎ費用については乙の負担とする。
19　その他

この仕様書に定めのない事項またはその他で疑義が生じたときは、その都度甲乙協議して定めるもの

　　とする。
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